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浪江町告示第１５２号 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条第１項の規定によ

り、令和５年浪江町議会臨時会を、次のとおり招集する。 

 

 

   令和５年１月１９日 

 

 

浪江町長  吉 田 栄 光 

 

 

 １ 日  時  令和５年２月８日（水） 午前９時 

 

 

 ２ 場  所  浪江町議会議事堂 

 

 

 ３ 付議事件 

  （１）浪江町課設置条例の一部改正について 

  （２）令和４年度浪江町一般会計補正予算（第５号） 

 



- 2 - 

      ○応招・不応招議員 

 

応招議員（１４名） 

  １番  武 藤 晴 男 君    ２番  紺 野   豊 君 

  ３番  吉 田 邦 弘 君    ４番  平 本 佳 司 君 

  ５番  小 澤 英 之 君    ７番  紺 野 則 夫 君 

  ８番  佐々木   茂 君    ９番  山 本 幸一郎 君 

 １０番  髙 野   武 君   １１番  渡 邉 泰 彦 君 

 １２番  松 田 孝 司 君   １３番  佐々木 勇 治 君 

 １４番  山 崎 博 文 君   １５番  紺 野 榮 重 君 

不応招議員（１名） 

  ６番  半 谷 正 夫 君 



第 １ 回 臨 時 町 議 会  

（ 第 １ 号 ）  
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令和５年第１回浪江町議会臨時会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

令和５年２月８日（水曜日）午前９時開議 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議案第１号 浪江町課設置条例の一部改正について 

日程第 ４ 議案第２号 令和４年度浪江町一般会計補正予算（第５ 

            号） 
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出席議員（１４名） 

  １番  武 藤 晴 男 君    ２番  紺 野   豊 君 

  ３番  吉 田 邦 弘 君    ４番  平 本 佳 司 君 

  ５番  小 澤 英 之 君    ７番  紺 野 則 夫 君 

  ８番  佐々木   茂 君    ９番  山 本 幸一郎 君 

 １０番  髙 野   武 君   １１番  渡 邉 泰 彦 君 

 １２番  松 田 孝 司 君   １３番  佐々木 勇 治 君 

 １４番  山 崎 博 文 君   １５番  紺 野 榮 重 君 

欠席議員（１名） 

  ６番  半 谷 正 夫 君 

───────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 
吉 田 栄 光 君  

副 町 長 
山 本 邦 一 君 

副 町 長 
成 井   祥 君  

総 務 課 長 
横 山 秀 樹 君 

企 画 財 政 課 長 
吉 田 厚 志 君  

健 康 保 険 課 長 兼 
浪江診療所事務長兼 
仮設津島診療所事務長 

西   健 一 君 

───────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 
掃部関   久 君  

次 長 兼 係 長 
中 野 タ華子 君 

書 記 

藤 田 知 宏 君   

 



- 5 - 

───────────────────────────────── 

○議長（平本佳司君） おはようございます。 

   令和５年第１回浪江町議会臨時会に先立ち、東日本大震災により

お亡くなりになられました方々に対し、哀悼の意を込め、黙禱をさ

さげたいと思いますので、ご起立お願いします。黙禱。 

［黙とう］ 

○議長（平本佳司君） ありがとうございます。ご着席ください。 

   新型コロナウイルス感染防止の観点から、議場出入口の開放等の

対策を実施いたしております。ご理解をお願いします。 

   傍聴される方に申し上げます。 

   携帯電話をお持ちの方は、電源を切るか、マナーモードにするよ

うお願いいたします。 

───────────────────────────────── 

◎開会の宣告 

○議長（平本佳司君） ただいまの出席議員数は14人であります。 

   定足数に達しておりますので、令和５年第１回浪江町議会臨時会

を開会いたします。 

（午前 ９時００分） 

───────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（平本佳司君） 直ちに本日の会議を開きます。 

───────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（平本佳司君） 本日の議事日程は、タブレット端末の格納のと

おりでございます。 

───────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（平本佳司君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議規則第127条の規定により会議録署名議員に、５番、小澤英

之君、７番、紺野則夫君、８番、佐々木茂君を指名します。 

───────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（平本佳司君） 日程第２、会期の決定を議題にします。 

   お諮りします。本臨時会の会期は、本日限りにしたいと思います

が、ご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（平本佳司君） 異議なしと認めます。 

   よって、会期は本日限りに決定いたしました。 
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───────────────────────────────── 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（平本佳司君） 日程第３、議案第１号 浪江町課設置条例の一

部改正についてを議題とします。 

   町長から提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田栄光君） おはようございます。 

   議案第１号 浪江町課設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いてご説明をいたします。 

   事務機構の再編に伴い、内部組織及び分掌事務について所要の改

正を行うものであります。 

   詳細については、総務課長より説明をさせます。 

○議長（平本佳司君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） それでは、議案資料によりご説明申し上げ

ます。 

   タブレット内の議案書５ページ、資料１をご覧ください。 

   ２の主な改正内容でございますが、第１条の改正は、地方自治法

第158条第１項の規定に基づく、町長部局の設置課に市街地整備課

を追加するものでございます。 

   第２条の改正は、財産に関することを企画財政課から総務課へ移

管、東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故による災害に

係る賠償支援に関することを総務課から介護福祉課へ移管し、市街

地整備課の分掌事務としまして、中心市街地の整備に関すること及

び福島国際研究機構に関することを規定するものでございます。 

   ３の施行期日でございますが、この条例は令和５年４月１日から

施行するとするものでございます。 

   次に、６ページから10ページまでは新旧対照表、それから11ペー

ジ資料２につきましては再編後の町長部局の組織体制となっており

ますので、参考にしていただければと思います。 

   説明は以上です。 

○議長（平本佳司君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

   15番、紺野榮重君。 

○15番（紺野榮重君） 15番、紺野榮重です。 

   今度市街地整備課が新設されるというふうなことで、計画係、整

備係、Ｆ－ＲＥＩの立地室というふうなことですけれども、それぞ

れ何名配置されるのかお伺いをいたします。 

   もう一つは、建設課の都市計画係と市街地整備課の計画係との違
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いはどういうふうなことなのかお伺いいたします。 

○議長（平本佳司君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） まず、配置人員でございますが、係何名と

いうのはまだこれから検討していく段階となっておりまして、全体

としては15名ほどを考えております。課全体として15名ほどを考え

ておりまして、その中で各係に割り振りをしていくような形になろ

うかと思います。 

   それから、計画係と整備係の違いですが、計画係のほうにつきま

しては、あくまで中心市街地の整備関係の計画関係の業務を担当し

ていただく、それから整備のほうにつきましては、駅前周辺事業関

係、そちらのほう整備関係ですね、建築とか土木関係、そちらのほ

うの統括的な業務を担当していただくような形になろうかと思いま

す。 

   説明は以上です。 

○議長（平本佳司君） ほかに質疑ありませんか。 

   14番、山崎博文君。 

○14番（山崎博文君） おはようございます。 

   １点質問したいんですけれども、その前に、一般質問した関係が

ありますから、４月から新設される課ができたということで、職員

の皆さんも大変でしょうが、復興のために頑張っていただきたいと

思います。 

   その上で、今回の条例改正の中で、第２条の改正で、財産に関す

ることを企画財政課から総務課へ移管するという改正でありまして、

新旧対照表の７ページ、２の企画財政課、次ページ８ページの

（２）に財政全般に関することと企画財政課ではまだ削除になって

おりませんというか、係でいうと企画財政課財政係が残るというこ

とですよね。私は管財も財政も総務課に全て移管するものだという

ふうに思ったんですけれども、その辺についてはどういう考えの下

にこういう係になったのか教えていただきたいと思います。 

○議長（平本佳司君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） まず、企画財政課の財政係でございますが、

こちらのほうは、いわゆる予算決算、そちらが主な業務となってご

ざいます。 

   それから、総務課のほうに移管されます財産に関すること、こち

らのほうは管財係ということで、町の施設関係、それから施設をは

じめとします財産関係の管理をするような形を考えております。 

   以上です。 

○議長（平本佳司君） 14番、山崎博文君。 
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○14番（山崎博文君） もう一度繰り返しになりますけれども、せっか

くこういうふうに移管するんであれば、全て管財も財政も総務課の

ほうに事務分掌をすべきではなかったかと思うんですけれども、分

けた理由についてもう一度管財はなぜ総務課で財政はなぜ企画財政

なのかという点をお伺いします。 

○議長（平本佳司君） 山本副町長。 

○副町長（山本邦一君） お答えします。 

   事務機構改善委員会の議論の中で、これは２年に遡るんですけれ

ども、上申事項として企画財政課の財政管財係を分割して財政係と

管財係を設置していただきたいというような担当部署からの意見も

ございました。 

   その中で、財政業務の予算、決算、交付金、相当のボリュームが

あり、この部分については今までどおり企画財政課の中で担当する

と。そのほか実際の管財業務、庁舎の改修工事は大体終えましたけ

れども、その後の分譲地になり財産管理が出てきます。そこの業務

についても今後増大しているということで、管財業務については総

務課のほうで対応するというような形で、事務機構改善委員会の中

で議論してきた経過がございます。 

   以上です。 

○議長（平本佳司君） よろしいですか。 

   ほかに。 

   ５番、小澤英之君。 

○５番（小澤英之君） 今総務課長のほうから説明があったんですが、

５ページのただこういうふうにしますの説明で、じゃ趣旨は何なん

だというふうなところが抜けているのかなと。例えば、今山崎議員

がお話されたような果たしてその趣旨の説明がないのかなと。 

   具体的には、例えばそのほかに賠償関係で総務のほうから介護福

祉ですか、こちらのほうに移管する、その意味合いがどうなのかと

か、そういった詳細な説明をお願いしたいなというふうに思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（平本佳司君） 総務課長。 

○総務課長（横山秀樹君） 趣旨ということですので申し上げますと、

まず、市街地整備課の新設につきましては、やはり同じＦ－ＲＥＩ

も駅前周辺、駅前整備事業のほうも駅周辺の事業だということで、

それぞれの連携を図っていくのが効率的な進め方になるということ

で、そういった関係で12月の議会でも山崎議員のほうから質問があ

りましたけれども、そういった形でお互いの事業の連携を図るため

に中心市街地整備室、整備課のほうを今回新設するというような形
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となってございます。 

   それから、企画財政課の先ほどの財政管財係の財政係と管財係の

分離に関しましては、先ほど副町長が申し上げたとおりでございま

す。 

   それから、賠償支援に関すること、こちらのほうですが、こちら

のほうを介護福祉課のほうに持っていく関係ですけれども、移管す

る関係ですけれども、こちらにつきましては、管財係を管財の分野

を総務課のほうに持っていくことによりまして総務課のほうが５係

となってしまうということで、あまりにも規模が大きくなってしま

う関係上、賠償支援に関しましてはやはり避難者の関係あるいは生

活困窮者とのつながりが多い業務だということで、介護福祉課に持

っていくのが適当だろうということでこういった形になってござい

ます。 

   以上です。 

○議長（平本佳司君） よろしいですか。 

○５番（小澤英之君） はい。 

○議長（平本佳司君） ほかに質疑ありませんか。 

   11番、渡邉泰彦君。 

○11番（渡邉泰彦君） 市街地整備課の件でちょっと一つだけ教えてほ

しいんですけれども、計画係と整備係があって、その下にＦ－ＲＥ

Ｉの立地室というのをつくっているんですけれども、これ想定とし

てそのＦ－ＲＥＩ立地室は役場庁舎内に置くのか、それとも今度で

きる仮事務所の中に入り込むのか、その辺分かっていれば教えてく

ださい。 

○議長（平本佳司君） 成井副町長。 

○副町長（成井 祥君） ご質問にお答えいたします。 

   Ｆ－ＲＥＩ立地室につきましては、まず、役場内にしっかりと体

制を整えまして、Ｆ－ＲＥＩの円滑な立地促進のためにしっかりと

連携して取り組んでまいりたいと思います。 

   また、今ほど総務課長から話がありましたとおり、駅の東側です

ね、駅周辺整備事業が展開されていくのが来年度にスタート、それ

から西口のほうはＦ－ＲＥＩの仮事務所ができるというふうなこと

で、やはり浪江町の駅周辺整備事業をやはり一体的に進める上で、

役場もしっかりと主体的に取り組んでいく必要がありますので、Ｆ

－ＲＥＩに置くのではなく役場の中にしっかりと置きながら取り組

んでいきたいというふうに考えております。 

○議長（平本佳司君） よろしいですか。 

   ほかに質疑ございませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（平本佳司君） 質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（平本佳司君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

   これより議案第１号 浪江町課設置条例の一部改正についてを採

決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（平本佳司君） 起立全員であります。 

   よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（平本佳司君） 日程第４、議案第２号 令和４年度浪江町一般

会計補正予算（第５号）を議題とします。 

   町長から提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

○町長（吉田栄光君） 議案第２号 令和４年度浪江町一般会計補正予

算（第５号）についてご説明をいたします。 

   本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ843万1,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を354億7,955万3,000円とするもので

あります。 

   詳細については、企画財政課長に説明をさせます。 

○議長（平本佳司君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（吉田厚志君） それでは、事項別明細書によりご説明

をさせていただきます。 

   17ページをご覧ください。 

   まず、歳入でございます。 

   款14国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金108万

7,000円の増につきましては、こちらは国の令和４年度補正予算に

よりまして創設された事業でございます出産・子育て応援事業の補

助裏の財源として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金を増額しているものでございます。 

   続きまして、款15県支出金、項２県補助金、目３衛生費県補助金

684万4,000円の増につきましては、出産・子育て応援事業のこちら

が主たる財源となります出産・子育て応援交付金のほうを計上して

いるものでございます。 
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   続きまして、款18繰入金、項２基金繰入金、目１財政調整基金繰

入金50万円の増につきましては、ペーパーレス議会用タブレット端

末購入の財源として計上しているものでございます。 

   続きまして、18ページをご覧ください。 

   歳出でございます。 

   款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費50万円の増につき

ましては、ペーパーレス会議用タブレット端末購入費でございまし

て、事務組織の改編に伴いまして不足が見込まれる分として２台分

の購入費用として計上しているものでございます。 

   続きまして、款４衛生費、項１保健衛生費、目４母子衛生費651

万6,000円の増につきましては、出産・子育て応援事業として妊娠

時から出産・子育てまで一貫した伴走型相談支援と経済的支援を一

体化して実施する事業でございまして、対象者に計10万円相当を支

援する事業の費用となっております。 

   続きまして、目５保健事業費141万5,000円の増につきましては、

委託料の増でございまして、出産・子育て応援事業を実施するに当

たりまして必要なシステム改修費用を計上しているものでございま

す。 

   続きまして、19ページには財政調整基金の運用状況となっており

ます。 

   説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（平本佳司君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

   これより質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（平本佳司君） 質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

   これより討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（平本佳司君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

   これより議案第２号 令和４年度浪江町一般会計補正予算（第

５号）を採決します。 

   採決は起立により行います。 

   本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［起立全員］ 

○議長（平本佳司君） 起立全員であります。 

   よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 
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○議長（平本佳司君） 以上で本臨時会に付された事件は全て終了いた

しました。 

   これをもって、令和５年第１回浪江町議会臨時会を閉会いたしま

す。 

   お疲れさまでした。 

（午前 ９時２１分） 
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